
けられたものである。フロ ーは瞥通列車の走行その他に支障が

ないが， はなはだしくなれば頭部が全休として変形する場合も

ある。(111本浩)

フロリダ ・ イースト ・コーストてつどう フロリダ ・ イース卜

・コー スト鉄道(米) Florida East Coast Railway Company 

11汲鉄道，常業キロ 919 km ， 本社所在地 St. August ine, 

F lor ida, U. S. A. 

スタ γ ダード石油の資本家へ γ リー . M ・ フラグラ ーがジャ

クソングィノレ ・ セントオ - jiスチン ・ ハリファックス ・ リヴ7

-鉄道を氏以して創設した鉄道である。数年後さ らにパラッカ

およびディトナ ・ ピ ー チを結ぶその地方の小線を買収した。

1892 年以後南部の処女地に向 っ て鉄道建設が進められ， 1894 

~:I ょ に ワェ スト ・ パ ー ム ・ ピーチに主主し ， 1 896 年にはマイアミに

i主した。 1 905 年フラグラ ーは 7 ロリダ ・ キー列島伝いにキー・

ウ エ ストま で鉄道建設の臼険的工事を開始し， 1912 年にこれを

完成した。 1935 年の暴風雨によ っ て破かいされるまで営業され

ていたが， その後は \:':\íl!}J車道路に改造され 7" リダ市からキ ー

. ウ エ ストま で通じている。

1924 年な L 、 し 26 年の間に大部分の線路は複線化され， その

他の総路にも改良が加lえられた。 1900 年ま で蒸気機関車は燃料

に意?を使用していたが，その後は石炭を使用するようになり ，

1915 年以後は i~1たき後|刻卒が採用された。 ディーゼノレ 電気軽量

|品l事は 1939 年に初めてlWi入されたが， 現在はほとんど全部デ

ィーゼル化されている。 1942 年本記i!はすべてが新しい重量軌

条に吏検された。本線はフォークストソからジャクソ γ グイノレ，

セ Y トオーガスチンを経て 7 ロリダの大西洋岸にそいながら南

下してマイアミに通じている.

1 955 勝年以Eの営業成主g

営業収入 34 ,273,095 ドノレ

蛍梁i/:'( 25,422 ,721 " 

営業係数 74.18 % 

貨物輸送トン数 6,282 ,142 t 

平均紛送キ ロ 281.43 km 

旅客輸送人民 640,908 人

平均衆車キ ロ 427.82 km 

貨物輸送トン数のうち段産物は 23 .7 % ，鉱産物は 26.4 % ， 工

業製品および雑品類は 36 .6 % を占めている。

1955 年末 lJi.i'E線路キロ数， Ifï同数および従業員数(年間 1 日

平均)

線路

総信;君主キ ロ

lぞl 社所イl 縦断総蛍業キロ

総軌道延長

臼社所有軌道延長

111 問

蒸気抵世間111 7 

ディーゼノレ電気殴|主1111 100 

貨 Iド 515

客 W 1~ 

郡吉良川ユjI follj 215 " 

従業員数 3,741 人

参考文献 Henry Sampson 品川 World Rail ways 1954-550 

Tolhill Press Ltd. 発行 Di rec tor y of Rail way Officials 

and Year Book 1953-540 Inlerstate Commerce Commission 

編 Transport Statistics in the United States, 1955。

J法JIf#三』

フロリダ・イ

ぶんかいえき 分界叡 支社または鉄道管理局の分界地点は，

おおむね駅間の中間になっているが，分界駅は分界点付近の駅

であって ， べつに指定したものをしづ。分界駅は甲地獄から乙

地域に移動した貨車の，出入関係を報告するのがおもな任務で

あるので，なるべ く組立駅を選択してこれを指定する。

分界以は支社管区分界駅と鉄道管理!局分界駅の 2 鍾に分けら

れており ， 前者は支社相互間の，後者は鉄道管理局相互間のJl(

111のt11入報告を取扱うものである。本社営業局 ・ 支社および鉄

道管理局は，この分界駅の報告によって貨車の出入差を計算 し，

貨車の地区的な流動を知り，状況に適応した手配を講じて，貨

車迎mの司司自在に当っているものである。(平井隆三)

ぶんかいえきていりかし 々 分界駅出入貨車 国鉄はし・く

つかの支社または鉄道管理局に区分管理されている。この管理

区i或の尻界に勢分界駅を指定している。この分界駅を経由して

他の管内との間に出入した貨車を分界駅出入貨車とし、う。分界

以:l\入 l'(ïドは 1 つの区域から他の区j或にどう L 、う樋類の貨車

がどれくらい移動 し，総数でいくら通過したかを調査し，貨車

の移動状慾をは催するのが目的である。分界駅 l:H入車数によっ

て ， 当日の区域兄IJの貨車現在数のが!滅をfiUJlIIすることができる

わけで， 基準現在I!J:あるいは前日の現在率に当日の分界駅出入

半数を力11滅して，当日報告の現在車数の正否を検討することが

できる。 分界駅出入貨車数は平常の場合， 出と入の均衡がとら

れることが貨車迎用上からも，列車の経済運転の見地からも望

ましいこ とであり ，その事極の移動についても上下均衡を保つ

ことが理想的であるn そこで分界駅において日々 し分界駅出入

貨車数報告1 を剥査して，出と 入りについて，獄事 ・ 空事別に，

さらにこれをそれぞれおもな半径別に l))jかにしている。全国の

主主E分界駅の獄事の出入状況を検討することに よ って， 物資の

流動状況を彬 iJllI し，その車極別の出入差によって移動車種の調

殺をする必要があるときは，必要な車種の空事回送によって調

盤を行うものである。 11\入車数の増減によって，定期・不定期

または臨時貨物列車の休止または巡転の手配を講じ，またその

出入突事~を検討して将来の列車設定の資料ともする。(平井隆

ぶんかいひ ょ う 組立釈において貨物列車を分解す

日

列
車
分
解
表

自
時
分

至
時

月

現
事
合
計

分

両

21:| 線 車

名 数

1 

三司2 
3 
4 
5 
6 

24 
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 

3334 5 6 

3337 9 8 

40 

分解表

km 

両

919 

91l 

2,003 

1,987 




